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●センターだより 76暑

諭等を―地えて

所長 小石 公 二郎

新年あけましておめでとうございます。皆様方におかれましては、つつがなく新年をお迎えになら

れたこととお喜び申し上十ザます。

さて、障害者に関わる制度につきましては、平成21年 12月に内閣総理大臣を本部長とする「障がい者

制度改革推進本部」が設置され、障害者権利条約の締結に必要な国内法の整備を始めとする我が国の障

害者に係る制度の改革が行われております。昨年8月5日には、障害者施策や関係法の基本方針となる

改正障害者基本法が公布され、同月30日には、現行の障害者自立支援法に替わる「障害者総合福祉法」

(仮称)の昌格に関する提言が発表され、平成24年の通常国会への法案提出に向けて準備が進められて

います。したがつて、今後は、制度の谷間のない支援や1□々 のニーズに基づいた地域支援体制などの整

備が一層進むものと思われます。このように、障害者施策につきましては、めまぐるしく制度改正等が

繰り返されておりますが、当センターの運営にも直接関わることですので、これらの動向を階まえて適

切なサービスの提供を推進していく必要があると思います。

当センターでは昨年も、利用者の方に各部門の訂|1練成果を害観的に把握して頂くことなどを目的に、

スポーツでは、第6□大分県障がい者スポーツ大会(アーチェリー)、大分かぼすカップ(ツインバス

ケットボール)、第31□大分国際車いすマラソン大会、第4□LESPOカ ップ(ボッチヤ)などに、職能で

は、大分県障害者技能競技大会、ときめき作品展、利用者や終了者の自立支援のための湯輪夢(トリム)

フェアーなどに参加しました。さらに地域交流として、盆踊り大会や蛍の交歓会などにも参カロして頂き

ました。これらをとおして、利用者の一人一人が存分に力を発揮し、苦しくも楽しそうな笑顔で頑張つ

ている姿に、多くの感動を頂きました。

また、国内では、タイガーマスクの伊達直人現象やなでしこジャパンのW杯 優勝など明るしヽ話題も

ありましたが、鳥インフルエンザの発生や新燃岳の噴火に始まり、東日本の大地震や津波、福島の原発

事故、台風12号15署による記録的な被書など大変なことが多く、中でも東日本大震災は、今なお癒され

ない悲しみをもたらしています。

毎年12月に清水寺で発表されます「今年の漢字」では、昨年は、東日本大震災に関わる「絆」が第1位

で、続いて「災」、「震」でした。確かに昨年は、「絆」という言葉をよく耳にしましたし他の漢字より暖かさ

があり良かったと思うとともに、利用者の方々への支援をとおして、家族の絆、地域との絆、lq3間との絆

はとても大切だと改めて感じているところです。

今年は、災害の復興や経済情勢、福祉施策などが良い方向に大きく前進し、12月には希望のある暖

かい漢字が選ばれることを願うとともに、当センターも各司|1練や香護・介護などの業務を工夫をして、

一歩前進したサービスの提供が実施できるようにしたいと思つていますので、ヨ|き続きご支援ご協力

を賜りますようよろしくお願い致します。
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香護部門

当センターでは、頸髄損傷者の方が多数入所しています。頸髄損傷者の方は、皮膚の知覚や運動機能が

失われているために、当人が皮膚の傷や褥麿に気づかないことがあります。褥鷹ができると討|1練や日常

生活に大きな影響を及ぼすことになりますので、褥鷹をつくらない、できても早く発見し治すことが

重要です。センターでは、利用者に対 して褥麿に関する理解と自己管理について教授 し、恒常的な

観察と予防の必要性を指導しています。また、長時間同じ姿勢をとる夜間には、数種類の褥嬉予防の

マツトレスの中から利用者の現在の状態にあったものや終了後の生活を考慮したものを選択してい

ます。今回は、センターで使用しているマットレスにつしヽてご紹介いたします。

ウレタンフォーム素材を生かし優れた通気性と快通な寝|ら地を実現したマツトレス、カノミーに伸縮

性がありしわになりにくい。

|‐21土ラマスタ■トライセユ芸(ケ韓綾夢ル

エクセル素材を2層に配夕」し頭側挙上を備えたマットレス、頭側挙上しても安定体位を確保でき底つ

きしない。ベッド首上げ時のズレ・摩擦を防ぐ。

r窓:殻|ぶ容酵(憲務競摯差|

高機能タイプ圧切り替え型、3層バンプ構造のセルを使用することで身体を低圧で保持することがで

き全身と局部の圧迫を抑えられる。座位の安定を求める場合の静止型もできる。体重設定・底つき防止

機能のための圧力調整が不要で安全1とが向上、静止モードによリベッドでの動作がやすい。

.4EII縁綾毎韻苺緑嬢露要お|

高機能タイプ特殊マツトレス高機能多目的

独立3層パンプ構造と動作制御方式により超低圧で安定感のある身体保持を実現、また自動体位変換機

能、膝下支持機能を有している。体重設定、底つき防止機能のための圧力調整が不要で安全性が向上、静

止モードによリベッド上での動作がしやすい。

膝下支持機能により安定したポジショエングと臀部・腫への圧迫を軽滅させることが可能。

当センターでは移乗動作や褥麿予防のためOTと 連携し4□々 の利用者にあったマツトレスの選択を

しています。現在高機能タイプのア ドバン・クレイ ドの利用が多くなってしヽます。
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鋼鬱軽田犬鋤田盤国擁ぴマ蓼ツシ太塗

運動療法士長 木畑 聡

毎年、この時期になると気になるのが天気予報です。10月に入つてどうも平日は行楽日和の

晴天、週末は崩れる傾向でした。どこかでサイクルが変わつてくれないだろうか…、そんな願い

も届くことなく、第31□大分国際車いすマラソン大会は大会史上稀にみる冷たい雨模様の大会

となつてしまいました。

そのような中、センターからは冷たい雨も吹き飛ばすような熱い男女3選手が出場し、それぞ

れが、応援している私たちに強く印象を残す走りをしてくれました。

今大会はセンター選手へのマスコミの事前取材が多く、テレビや新聞で県民に広く紹介されまし

た。おかげで、沿道の声援も3選手には多く届いたようです。胸髄損傷のクラスには川谷さんと

河室さんが出場 しました。初出場でフルマラソンに出場する方は稀なようで私も心配でした

が、2人とも怪我をされる前もマラソンランナー、そんな!b配をよそに自分たちでメニューを

決めながら自己管理をし、大会にのぞみました。その結果、川谷さんは見事42.1 95krnを2時間

37分 16秒で完走し、河室さんは、事前の目標設定のとおり、1時間54分05秒で総含46位、大分県

選手で2位になるなど、初マラソンとは思えない成績を1多めました。頸髄損傷の女性のクラスで

出場した豆塚さん。このクラスは、今回出走者が豆塚さんを言めて2名と国際的に見ても競技

者が少ないクラスです。豆塚さんの完走が期待されましたが、厳しい気象条件下、鬼門の5krll

関門の通過ができませんでした。レース後は体温低下もひどく体調が心配されたほどでした。

翌日は、素晴らしい快晴の天気で、大会の天気は悔やまれましたが、選手の営さんのゴールに

向けた熱い思いと、それを雨にぬれながら応援する沿道の方たちの不思議な一体感を感じるこ

とのできた大会だったと感じます。

OBの 方々も10名以上参力Bされていました。大会で元気な姿をお見かけすることは私たち

職員も本当にうれしい限りです。今回センターから参加された3名は今後も車いすマラソンは

続けるようです。次の大会でお会いできることが楽しみです。

(クーベルさん)  (サ |1谷さん) (河室さん)

胡
ゴ
義

筆

〓

(豆塚さん)
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鋼9准國犬翁醒腕嚢擁すマ蓼ツシ太量に多適して

(利用 者  川 谷  功 さん)

車いすマラソンはそれまで見たこともなく、最初は先生にやり方だけ習って気が向いたら自宅で

始めようと思つていました。でも、プロの車いすアスリート康道純さんと出会い「あなたは、杖を使え

ば歩けるけれども走ることは難しい、車いすでなら走ることができる、いつしよにやりましょう。」と

言われたことや、同室のやはり車いすマラソンを目指す人の影響もあり、いつの間にかのめり込んで

しまいました。結局、廣道さんもびつくりのフルマラソンヘの出場を決め、6月から毎日毎日練習し

ました。

大会当日は、最悪の雨、ハンドリムを漕ぐ手が滑り、センターにも来てくれたドイツのクーベルさ

んから分けてもらつた「松ヤニ」がなければ、完走は難しいものがありましたが、制限時間ざりざりで

なんとか完走できました。今は、自宅改修中で、室内討|1練室も作る計画です。レーサーも手に入りその

他もろもろ準備しています。できれば、また来年の大分国際車いすマラソンに参力Bしたいです。

(利用 者  河 室 隆
― さん)

私は受傷をする前からマラソンが好きで、日頃からトレーニングをし、レースにも出ていました。

そんな私が車いす生活になつて、車いすマラソンに出ると決めるまでは長くはありませんでした。

センターに入所して、すぐマラソンの練習を開始しました。最初はやはり甘くなかつた。スピード

はでない、長くこげない、腕はパンバンになつて動かないという感じでした。しかし、マラソンの魅力

は練習した分、速くなると思っているので諦めずに練習しました。その結果、大会lヶ月位前からか

なり調子が上がってきて、早くレースに出たいという気持ちが強くなりました。

レース当日はあいにくの雨でした。ハンドリムが滑つたり、寒かつたりでスタート前は不安でし

たが、いざスタートすると勇体はスムーズに動きました。雨にもかかわらず、たくさんの応援と

他の選手達と一緒に走れ、感動と楽しさでいっぱいでした。記録も目標の2時間を切り、思い出深い

初レースとなりました。

来年はもっとトレーニングを積み、少しでもいい記録がでるようにがんばりたいと思います。

(利用者 豆 塚 エリさん)

運動すること、特に走ることが大嫌いだつた私。不思議なもので怪我をして車いすになつてから

体を動かす楽しみを知りました。人生初のマラソン大会。学校の先生方、友達、入院していた病院の

スタツフの方、近所に住んでいた方達…・たくさんの人が応援に来てくれました。めげずにここまで

これたのも、まわりの支えがあってこそです。

世界中の車いすに乗つたアスリート達と同じスタートラインに立った時は思わず身震いしまし

た。どしゃ降りの雨の中、しかし、みんなそれぞれに自信に満ちた表情をしていて、この場所では誰も

が主人公になれるのだなあ、としみじみ思いました。

残念ながら5キロの関門の時間制限に間に合わず、完走することは出来ませんでしたが、ひと夏の

努力は私にたくさんのものを与えてくれました。まだまだ若いのでこれからもマイペースで頑張ろ

うと思います。応援してくださった皆さん、ありがとうございました。よかったらこれからも応援、

よろしくお願いします。
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今年度も秋の恒例行事となつてしヽる

文化祭が開催されました。以前に比べて

利用者の罰|1練期間が短くなつているこ

ともあり、ほとんどの利用者にとって

参加経験がない中、今年は二十歳前後の若手が快く協力してくれま

した。夏頃から利用者・職員による実行委員会を立ち上げて企画・運営

準備を進め、夕ヽ部団体等への参画依頼も利用者が積極的に行い、日頃の

罰|1練では見られない頼もしい一面も見ることができました。

そして10月 1日(土)、天候にも恵まれ、秋晴れのもと小川実行委員長の開会宣言により第20回文化祭が

開催されました。今年のテーマは「彩～それぞれの1□性を活かそう～」で、ポスターは、利用者の萩原慎哉

さんの作品でした。

各罰|1練の紹介や体験コーナーでは、利用者が講師役となり、来場者の方々への指導を行い、また、特局」企画で

は利用者が司会を務め、奈美志郎会による日本舞踊や別府青山高等学校の吹奏楽演奏の紹介を行い、日常の

司|1練生活とは異なる楽しいひとときを過ごすことができました。また、模擬店会場では、センター職員が

作つた自慢のメニューの提供や終了生の トールベイント・手織り作品の展示販売なども行われ、利用者に

とつては楽しさとともに今後のヨ|1練の励みとなつている様子が窺えました。

最後に、各企画の関係者及び局」府溝部短期大学のボランテイアの皆様、本当にありがとう置ざいました。

この場をお借りして、おネしとさせていただきます。

心夕めの各a
昨年の6月9日(木)、当センターに竹日市立南部小学校から「友惰のホタル」が届きました。46□目を迎えた

蛍の交歓会です。そして、去る11月8日(火)には、「ホタルの答ネし」として、今度|よ当センター利用者3名と職員

6名が南部小学校を訪問し、生徒の営さんとの交流を行いました。

当日は生徒や関係者の曽さんのお迎えのあと、歓迎会やボッチヤゲームを通して親睦を図りました。昼食は、

5～6年生の教室で児童、職員、関係者の営さんと一緒に学校給食をいただきながら、小学校時代の話やホタル

の話などをして、懐かしくも楽しい一時を過ごすことができました。

ホタルが取り持つこの交歓会には長い歴史があり、生徒の父母の

営さんの中には、かつてこの交流に生徒として参加されていた方も

おられて感慨深いものがありました。自然豊かな竹日市も一時は農薬

のためホタルが激減しましたが、最近は環境保護の意識も高まり、徐々

にホタルが増えてきているとのことです。今後もたくさんのホタ)レが、

福祉施設と教育現場の橋渡しをしてくれることを祈つてやみません。

鶴見岳がうっすらと雪化粧をし、初冬の寒さを迎えた12月11日(日)、第4回 LespOcupボ ッチャ大会

(太陽の家サンスポーツセンター)に参加しました。ボッチヤクラブ員6名は、毎週金曜日のクラブ練習にnll

え、ヨ|1練時間外も自主的に練習に励んできたこともあり、全員初出場ながら上位進出を狙つていました。

いよしヽよ試合開始。当センターは2テームに分かれて参加しましたが、両テームとも初戦から動きが□く、

いつものボールコントロールができません…・。今大会での最大の敵は、何よりも
″
寒さ

″
でした。暖房設備の

ない体育館の冷え込みは厳し<、初出場のプレッシャー以上に
″
寒さ

″
に苦しみました。それでも徐々に持ち前

のボールコントロールを取り戻し、討台を重ねる毎に調子を上げ、最後

はタイブレークを競り勝つなど、本来の力強さを発揮することができ

ました。

結果は20チ ーム中5位 と9位で、昨年にEIき続き敢闘員を受員

することができました。初めての大舞台で、日頃研鑽した技術や戦略

を出しきることの難しさ等を感じつつ、次回は決勝 トーナメント1回戦

の壁を越えられるよう、新たな目標を胸に今日も練習に励むボッチヤ

クラブ員の営さんでした。
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医療機関並びに福祉施設の関係

者を対象に、平成23年 11月 12日

(土)、11月 13日 (日)の2日間、「頸

髄損傷者に対するリハビリテーショ

ン研修会」を開催しました。

初日は、国立障害者リハビリテー

ションセンターのqD村自立支援局長

よる「圧迫性/外傷性頸髄障害 ―原因

と治療の現状―」についての基調講演

と、当センター、伊東重度障害者セン

ター及び国立障害者 リハビリテー

ションセンター自立支援局で実施し

てきた、頸髄損傷者の方々に対する

リハビリヨ|1練、社会復帰への支援内

容についての報告を聞いていただ

き、2日目は、リハビリ司|1練や支援の

内容の一部を実際にこ覧頂いた。

なお、参加者の状況は、次のとおり

です。

●1日 目職種別の参加者状況

職種別 理学療法士 作業療法士 香護師 MSW・ CW 介護員

人 数 46 42 12 6 2

職種別 ケアマネージャー 医師 リハ体育士 報道関係者 合 計

人 数 1 1 1 1 112

●2日 目脳種別の参カロ者状況

職種別 実技 | 実技 ‖ 計

理学療法士 21 3 24

作業療法士 29 4 33

香護師 4 4

MSW・ CW 5 5

介護員 1 1

ケアマネージャー 1 1

計 50 18 68

※実技 |

PT、 OT、 スポーツ実技

※実技 ‖

生活支援、職能実技

ご当胞探誘 in男J癒 「仏の翌くにさき」

今回は、大分県北東部の国東半島のご紹介です。

国東地方は、仏致遺跡の多さから仏の里とも呼ばれ、かつて邪馬台国はこの

地にあったとする説さえあります。また、その豊かな自然から、県内では竹日

市の「坊がつる」湿原とともに日本の秘境100選 にも選ばれています。

私自身、国東地方の不思議な魅力に惹かれ、山中の道なき道を3□ に分けて

巡りま した。多くの名末」の中でも、一押 しはやはり「熊野磨崖(まがい)仏」で

しようか。鬼が一夜にして築いたとも言われる天然石の乱積みの石段(写真

①)を延々と登り詰めると、突父□として巨大な石仏(写真②)が現れます。こう

した石仏文化は、天念寺など国東地方では数多く見られます。続いては「文殊

仙寺」。「三人寄れば文殊の知恵」ということわざの発祥となつた日本三文殊の

ひとつで、昨年は偶然にも12年 に一度の御開帳の年で した。12年 に一度 しか

拝顔できない秘仏を前に、私も少しは知恵がつくよう護摩焚き祈願をしてもらい

ましたが、今のところ毛が薄くなった以夕ヽの変化はありません。境内の裏手には

樹踊千年の大ケヤキ(写真③)があり、こちらは21世紀に残したい日本の自然

100選に選ばれています。そして最後は、九州最古の木造建築物で国宝に指定

されている「富貴寺」大堂。宇治平等院鳳目堂、平泉中尊寺金色堂と並ぶ日本三

阿弥陀堂のひとつで、こ本尊の背後には、すでに色あせてはいるものの極彩色

の美しい壁画が摘かれています。

この他にも紹介しきれないほどのすばらしい名禾」が散在しており、まさしく

六郷満山と言われる仏教文化の緊栄と修験者達の厳しい修行の跡が今も色濃

く残つています。邪馬台国は、もしかすると本当にこの地にあったのかもしれ

ません…・。 (I藤 )
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利購ン襲集
車

当センターは、厚生労働省が設置 口運営する指定障害者支援施設として、自立訓練 (機

能訓練)を中心とした様々な支援によ り、重度の肢体不 自由のある方 (主に頸髄損傷等

による四肢麻痺者)の社会復帰を支援 しています。

ご利用できるサービスは以下の通 りです。

①自立訓1練(機能訓1練)

理学療法、作業療法、スポーツ訓練、職能訓練です。

利用期間については、利用開始後の評価等に基づき作成 した個別支援計画書に

定めた期間となります。障害者自立支援法上の標準利用期間は 1年 6か 月間です。

(頸髄損傷による四肢の麻痺その他これに類する状態にある方は最大3年 間です。)

○施設入所支援

自立訓練 (機能訓練)を利用される方で、自宅から通所が困難な方のために、看護 ロ

介護等の支援を受けながら宿舎の利用が可能です。

なお、当センターの槻要や利用申込み手続き、見学などのお問い合わせについては、

下記までご相談ください。

|||‐    ン ン 犠ヽ黛 畿 寵     ‐

国立障害者リハビリテーシヨンセンター 自 立支援局

別府重度障害者センター 支援課
住所||〒874-0904 大分県別府市南荘園町2組
電話 0977-21-0182(本 目談口受付窓回直通)

FAX 0977-21-2794

E―mail soudan@beppu―nrh,9o.jp

httl:/7高rcd.jp/beppu/

発 行 別 府 重 度 障 害 者 セ ン タ ー

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●18・|・・・・・・・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

(平成23年 7月 1日～平成23年 12月 31日 )

復帰形態 家庭復帰 就 職
自営・

内 職
現職復帰

就労支援

施  設
他施設 病 院 進 学 その他 計

人 数 15 3 3 3 0 7 2 0 0 33

比率(%) 45.4 9.1 9.1 9.1 0 21.2 6.1 0 0 100。0


